


晴♭―雛 農麓気で彗かξ

冬の奈良公園周辺散策の楽しみ

池田 信明

奈良公園界隈も、秋の南京ハゼ、そミジ類の

燃える様な紅葉の季節が終わると観光客の数も

減 り、鹿さん達も観光客サービスの忙 しさから

解放されちょつと一体みと言つた所かも知れな

い.

この時難に私は、公熙の周辺、大仏殿裏、飛火

野から春 簿奥曲を散策する事が有 り、楽しみが

一つある。花の季節では無いが、色々な本の実

を観察する事が出来る、エノキ、ムク、シャシ

ャンボの甘い実、など食べる事もできる。又、

イヌガシの黒い実、ナナミ、ソヨゴ、クロガネ

モチ、カナメモチ、などの赤い実、ネズミモチ、

ムクロジ、の黒い実、イズセンリョウの白い実、

ムラサキシキプの紫の実、など多くの本の実を

観察出来る、特にナナミの実は鈴なり状態で、

今年は本の実は当り年かも知れない。ただ、観

察会などで、ディアラインの話がよく出るが、

草地などで、有るべき実のなる草の、冬イチゴ

の昔スッパイ実などが見られないのが寂しい限

りです。野鳥も群れで飛来 して忙 しそうに、ご

馳走の実をついばんでいる様子は可愛いもので

す。師走に入 り、春 日大社の春 日若官おん祭 り

を過ぎると、春日大社、東大寺も、新年の初詣

を迎える準備が始まり、何 となく身が弓|き 締ま

る様な風景と気持ちになる時期でもある。

機会があればお越 しいただければ幸いと思い

ます。これからの人生を楽しく過ごすためにも

日常の生活を大切にし「毎日元気でありたい」

と日々思うことである。

私の庭

二 月

新春のシンピジュームが窓辺を飾る

梅花が春の到来を予感する

クリスマスローズが種々の個性を競 う

大地が動き出す 三百株のチューリッ

プの大行進

モッコウバラ ナニフのいばらが庭を

被 う 一年で一番元気の良い庭

アジサイ寺ならぬアジサイ屋敷と化す

百株の七変化は雨の うつとうしさを吹きと

六月

ぼす

七月  アジサイの残花とノウゼンカズラの朱

赤が対照的

人月  樹木の緑がいやに元気に見える 大半

の花たち|ま夏眠に入る

九月  少 しずつ大地が動き出す

インパチェンスがカーパスが、その出番

を準備中

十月  庭に命を吹き込む 球根の植え付けだ

大好きな庭

十一月 霜が降 り始めると花たちがポツリポツ

リと姿を消してゆく

これでおしまいの花……

また春に出会える花……

十二月 福寿草が 今年の終わりを告げに出る

毎月楽しませてくれる庭に 飽きることはない

違記 毎年 10月 に『私の庭」のオープンガー

デンを開催 して、皆さんに観てもらっています
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鉤鯰寅饂蒙青ず餘診畿丁濯―許

甕富 憲一郎

「新年明けましておめでとうござい

ます。本年もよろしく」の挨拶が行

き交 う、天候にも恵まれた 1月 17露

の近鉄・生魏駅前。蕎麦文化クラブ

の集合風景です。

駅からタクシーで 10分位のところ

にある古民家を改造 したと思われる

趣のある書麦処 「春知」が本 国の会

場。現地集合の方も含めて 18人が参

集 しました。

この 2年間の活動を振 り返つた古

りil議麦文化クラブ会長の挨拶、それ

に続く乾杯の発声で、新春会が始まり

ました。蕎麦と小海老のかき揚げや、蕎麦団子汁、豆乳鍋、10割蕎麦などの蕎麦懐石と美味 しい地

酒で宴はと― トアップc私のテーブルで;ま蕎麦談義だ :す で盛 り上がり、あつという間の 2時閣でし

た。最後 ,ま 、り|1井顧鶏の俳句教室で一旦中締め。

その後、行基にまつわる往生院や竹林寺、さらに往馬大社への歴史散歩を行い、午後 4時ごろ解

散となりました.

そばクラブ 新年会。生駒路の老舗、「春知」で開催。それぞれ新年のコメントに

代え、早春の一句を詠んでいただ く。

願不問

くらがりに春知る蕎麦を楽じめり

笹鳴きや践の庭居の枝を跳ぶ

福寿革命のちから土を割る

山坂の笹鳴きの佳し蕎麦クラブ

待春や目より耳より日は優る

笹鳴きの愛でる声あり蕎麦美味

春灯やざわめきのなか揺らめきて

新走り目だまりに酔あ、蕎麦の膳

去年今年蕎麦を楽じむ「春知」かな

松納め一年見据え蕎麦の味

春光や和みの蕎麦にまた和む

新藩にざる一枚の老舗かな

古′:1 祐薔l

村上 雄之

饉中 蒐彦

塩本 務也

谷 jll 雅邦

井戸八穂子

寺田  孝

八本 販一

青木 幸子

塊尻  議

′:1井 秀夫

選 jl: 井



勒鋏楊檄当はな鷹扮了麒辟―輪 餓又筆にド

12月 17獨 (土) 購 参加者 16+8名

彩 りの森の櫨綾完了。A地区のコナラを聞伐 し、

クリ楠纏の準饉をする。実習生 0名 は里liJグルー

プと共に音伐更新試験区の間伐と織議。シエアボ

ランテイア大学校から2名 、見学のため来訪。

12月 22日 (本) 晴 参力E者 39峯

A地区林地のクリ (銀寄)5本 と措橘類 (ポ ン

カン)3本植樹。C地区にクリ (銀寄)3本植繊.

里山グループは、皆伐更新試験区の伐採作業と薪

小屋の屋根掛けと薪割を実施 した。

野菜の収穫 (里芋、クフイ、大根、自菜、水菜)

と維茸で収入まま16,700問 と過去最高 :

ザ|!勝 さんの手配でテン ト倉庫内の収納スペース

の改良が行なわれた。道具が増える中で整理整頓

がしやすくなつた。

12月 26澤 (月 ) 曇 り 参加者 29基

迎春準備、F電松一対設置。正月野菜の頒布 (里

芋、ダイコン、白菜、椎茸、牛芳等々)。 持ち帰り

理角松の作成と葉牡丹の販売。午前で活動終了c

1民 5馨 (本} 華 参旗者 41名

舞春祷轟c禁つき、七草弊、お待運で新年を祝

う。 C地区クヌギ襲本移寵のため根Eし、据 り取

りをする。塁山グループはコすラ鷲芽試験区の整

備と薪害1を行つた。

1月 12日 (本) 晴 参加者 36+10名

椎茸菌打ちに備えホダ本切 り130本。佐保自

然の森植樹 (西条柿 3本、ミカン5本、C地区の

コナラ移植 )。 ジャガイモ、蕎麦跡にチップ堆鯉を

散布 し土づくりをする。実習生 2名参カロ。

1月 13日 (金)晴 (臨時)参 麓者 7+3名

シエア自然大学校水生生物科の定期調査。植樹後

の水遣 り。瀬戸内オリーブ基金の上川事務局長が

植樹状況の視察のため来訪。

1月 19日 (本)曇 り後雨 参力霧者 36+4名

全員一斉ゴミ回収、水路掃除をする。コナラ皆

伐試験区の整備。畑土つくり。実習生 4名参カヨ。

(藤 猥 記 )



饉輻な機は雖纏曖眩跛磯じ珀―頌

*な ややま里浴継花だよ鬱* 吉本す さつき

i月 二翼 (本 )セ リ、ナズす (ベ ンペン章 )、 ゴギョウ (母子革)、 ハニベラ、ホ トケブ

ザ (子鬼薬平子)を接み薫 しました.お粥の中に入れられ少し尋い七草懐がふるまわれ

ました。スズテ1ま也からスズシIは爆から調達しました。これで一年無病慶、災で過ごせ

そうです。

塁彙で落葉 した本を見るとなんだか寂し!デな気がしますが、クヌギやコナラのように長

い聞枯れ葉が枝に残る本もあります。これは葉柄に離層が形成されない為です。新業が

展関する嘆に離層が形成され落葉 します。

1舜 12日 (本)ジ ンチョウゲ、クロモジが花芽をつけていました。クロモジは続皮が

暗緑色で黒 tヽ斑点がありそれが文字を書かれたよう:こ 見える事から「黒文字」と名付け

られたそうです。材は高級二場技 として使われます。

草花 *ナ ズナ、ハコベ、ォォィヌノフグリ、ヒメオ ドリコソウ、ホ トケノザ

木の実 *ナンテン、ソヨゴ、ヒサカキ、コシアブラ、

ヤブコウジ、アオキ、カナメモチ、カラタチバナ、

マンジョウ (赤・白)、 クロ、オモ ト

花壇 *スイセン、サザンカ

*な らやま鳥だより*

1月 10日 (火 )。  7種 28羽

観察の帰 りにクロジかと思われるのがちらりと見えましたが、

い 華 葬

花 芽

小囲 久美子

冬鳥の姿が少ない印象で t′ た。

ク ロ モ 3・
・
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9月 15日 植樹に先立ち 間伐作業

8月 ～ 9月

連 日の除伐本の伐採 と整理 (里山グループ)

写真で見る「彩りの森」整備の推移
(2011年 9月 ～12月 )

12月 15日  「彩りの森」第 3回植樹

植樹完了 !

瀬戸内オリーブ基金のプレー 卜の前で記念撮影

(藤田 記)

, 姜

講調鵜「一　一」〓一一一
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アリさんとシロフリさんは赤の他人

一やさしい昆虫講座 (第 16議)一 本村 裕

アジさんの続きです。日本に!ま いませんが、  つき合わすことはありません。唯一外に出る

熱帯地方には豪でっかちで大きな牙を持った  のは良き伴侶探 しの時です。あるとき巣から

ハキリアリがたくさんいます。4前の通 り草  羽根のある兄ちゃんと姉ちゃんが一斉に飛び

花や野菜、彗の葉っぱなどを堺 り取って巣に  義します。合コン会場では数百匹の虫が群が

運ぶ大型のアリで、地中に直径 lOメ ー トルに  り、やがて気に入つた相手を見つけたアリは

も達する大きな巣をこしらえ、集めてきた葉  羽根を切 り落としてペアとなって新 しい住処

つぱでキノコを栽培 します。作業現場では先  を求めて離れてゆきます。この時に初めて私

発隊が樹にするすると登つてするどい牙で葉  たちとお目にかかることになります。

をジ妻キジョキと切 り落とします。すると下   地中や材本内に潜つた女王アリは三アリと

で待つていたアリがその葉を目に衛えて巣ま  一緒に生活 し、6～ 10年間は生存 し、卵を産

でつぎつぎに運ぶので、大きな葉つぱがゆら  み続けます。また、シロアリは名の通 り普段

ゆら揺れる旗行列ができます。以前パナマで  は自色で、成虫も幼虫も同じ姿をしています

私が住んでいた屋敷のブーゲンビジアがこの  (ア リは親子で姿がまったく異なります )。

ア リに狙われ、日に日に葉が少なくなり、1   予防対策としては、新婚のシロアリ夫婦を

週間後には枝のみになりました。 しかしその  招待 しないことです。そのためには、床下の

段階になるとお許 しがでるようで、その後に  通風を図ることです。 日本の家屋は基礎のと

開いた葉はまつたく攻撃を受けませんでした。 ころどころに通風孔が作られていますが、こ

シロアリもアリの仲間だと思っておられる  の孔を塞がないことがポイン トです。また、

ことと思いますが、まったく別のグループの  家の周辺に不要となった材木、とくにマツ材

虫です。アリはハチの仲間で高等な昆虫です  を放置しないことです。地面上に放置された

が、シロアリはゴキプ リに近い原始的な虫で  材本は適度の湿 り気があり、シロアリを呼び

す。 込んでいるようなものです。

シロアリは柱や床を食い荒らして家を壊す   熱帯地方には高さ 1メ ー トルもあるような蟻

恐ろしい虫と恐れられていますが、虫を見た  塚をつくるシロアリがいます。塚の表面は堅く

ことがありますか? ほとんどの人は見たこ  かためてあり、足で蹴つてもびくともしないほ

とがないと思います。いつも床下や柱の奥深  ど頑丈です。このようなアリの塔がにょきにょ

くに潜んで静かな生活を送つているので顔を  きと林立している産地 ?も あります。

羽根のあるアリとシロアリの簡単な見分け方

ア リ シロアリ

体の色 黒色またはあめ色 褐色

羽根の色 透明 銀色で半透明

11根の形と枚数 2枚の大きな羽と2枚の小さな羽根 大きな11根が 4枚

羽根のたたみ方 体と垂直方向にたてる 体の上に平に広げる

体型 頭 、胸、胴体が団子状に並ぶ 上から押しつぶしたように扁平

発生する場所 灯 り うす暗い場所、台所や風呂場
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小醒 久美子

東 馨本大震災のニュースに、大きな

驚きと共に心を傷められた方も多かっ

たと思います。連 日報道される映像は、

人々のこれからの苦難と忍耐の日々を

思 う時涙無くしては見られないものぼ

かりでした。同時に不謹慎ではありま

すが、大や猫や家畜たちはどうしてい

るかと気掛かりでした。そして次は、

日本最大のガンの飛来地、宮城県伊豆

沼・蕪栗沼:ま どうなつたのだろうでし

た。H18年訪れた時 「この風景がいつ

までも残つて欲しいJと会報に載せましたが、今年も変わらずかれらの安息地になれる

のだろうかと鳥たちのことも気掛かりでした。人々の秩序正しい頑張りは世界で賞賛さ

れ、同じ日本人として誇らしく思う日々の中、ボランティアさんたちに人だけでなく保

護される大や猫たちに少し安堵。そして秋、ガンたちも帰つて来ました。震災の海ゴミ

で心配されたサケも北上り11200キ ロを元気に遡上して来たようです。震災・津波 ,原発

の二重書の東北。続く十津り||な ど紀伊半島の被災地の人たちは十分頑張つていらつしや

います。まだまだ長い道のりですが日本人の底力を信じて、被災しなかつた私たち一人

ひとりが被災地に心を寄せ「頑張つて」今何が出来るのかを考え続けて行きたいです。

先日、塁山の番組を観ました。宮城の農家斎藤さんが冬水圏んぽを試みたら、田んぼに

水中昆虫が増えガンたちがやつて来ました。コハクチョウも嘴を泥に突つ込んで顔が真

つ黒になりながら・・。そして、驚くことに北海道からタンチョウ・兵庫からコウノト

リが来て一緒に餌を啄ばんでいます。一箇所集中の危機的なガンたちを救うための取り

込みでしたが、かれらの糞が肥料になり、雑草の芽生えを遅らせるというご褒美に冬水

田んぼに取り組む農家さんが多くなりました。いつかこの中に佐渡の トキも来てくれる

といいなぁなんて思いました。これは震災以前の映像なのですが、東日本の明るい未来

を信じられる心温まる番組でした。

被災地への想い

静“。

″
′



2月 になると、冬の霧じっと耐えていた章も伸び始め本々の芽も動き義し、績物界は

春が始ま参ます。中でもハコベが一番に青々と茂り、そ吟やわらかい裟黄色の葉は食欲

をそそります。ひと難でして毎にしても食べられますが、葉が小さいため茎の方が多く

残 ラ沢熱食べるのには工夫が要ります。

なんと言つてもこの季節の野章の王者 |ま蕗のとう 1

蕗のとうは蕗の花のっぼみです。葉が出るよう先に花が咲き

ます。まだ少 し早いですが、日当たりの良い所ではもう塞て

います。淡緑色の数枚の種にくるまれた中につぼみが沢山かた

まっています。この芭ごと食べるのです。

薦の花 |ま結実せず、増殖 |ま地下茎を伸ばして増えるので、つぼみを採っても蕗が

根絶やしになることはありません。

よく知られているの!まそのまま揚げるてんぶら。細かくきざんで味噌と合わせる蕗味

轄.蕗のとうが少ない時は、味噌の中に混ぜて他のものを穐えてみましょう。蕗の香 り

豊かな立派な一品になります。

きざんで味噌汁の吸い口にしたり、雄花だけばらばらにして揚げて、 トッピングや

サラダに混ぜても乙なものです。

苦くて嫌な人はさっと叢でて水にとり、少しアクをさらすと食べやすくなります。

あとから伸びてくる蕗の葉や茎の料理はまた後日に。

<癒 し の 散 歩 道 >申
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春のさやけさ麗しく

ほらそっと耳を澄ましてごらんその小さな手で

ほのかに揺らめく淡い黄色の春の光が海に溶け

:ま るか遠くの故郷の追憶に耽るあなたを誘いて

西谷範子

谷川 高太郎

遠い海から岸打つさざ波が春色の潮風を運んで来る

生まれたての自波の妖精のようにほのぼのと爆めく

ある日あの時小さな胸に刻んだ面影を想い出させる

ほらそっと耳を澄ましてごらんその小さな手で 長い冬の旅路の果てにあなたが見つけた春色の足音

限りなく巡る時節の出迎えの身支度の嬉 しさに 季節の薄化粧に戸惑い胸弾む鼓動が喜びに盗れてた

春を待ちわびる優 しい草花の固い奮いじらしく きつと柔らかな陽ざしに包まれる日がくる事を想い
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ネ年 もザ:き 蛯 きよろ ミくお願いや ヒ

几緩えたるこの一年の毛の愛

上もず
｀
ます

||■  なス

今年は展年。嘩l rf3で は龍 :ま 神の象徴。守 り神にちょいとご挨拶。

「竜の玉」は蛇の髭の実のこと。冬の季語。

あの顔 もこの顔 もイit維7度 か

'
里山の事始め。清々しい顔・顔・顔。今年も一つ若返 って預張 りますか。

「御慶」は俳句言葉、新年の季語。

ォえ』」りの外芽ム 々虎の季ヤ

小さな命か春の準備を整える。生命体の鼓動が聴 こえる様だ。

尊い輪廻の世界。「売の神」は冬芽の形をイメージする。

梶舜産質に撃 t｀ 竹の■

昔取 った杵柄とはよく言 ったもの。シエア世代の腕っ節に衰えなし。

少 し腰の座りが甘 くなったかナ。

は らわた

賜にセ卑魏》るけたり

一病息災を願 う。心づ くしの草の香 りが快い。大地の恩恵は無限。

毛スに分る手広山眸現す

「竜天に登る」は春の季語ですが、今年は辰年の年頭に先取 りしま

した。「ならやまPT」 に大いなる実 りを祈念致 します。

9

曇 菫 鰈 争 濃



夢醸らヽ藩悲聾

揚 :大根さん、私達やっと人々のお役に立てま

すわね。今 藝!ま 40人以上も。

大根 :そ うだね、嬉 しいような悲 しいような複

雑な気持ちでごわす。あ そゝれから、おいど

んは正式には桜島大根 と言 うんだ。こちらの

畑で大きくなったけど先祖は鹿児島でごわす。

揚 :そ う、自くて柔らかくておいしそうね。私

元は大豆なので畑出身とい う点では一緒ね。

でも生まれは外国よ。

★(橿原)去年大晦日の午後きました。毎年来てくれるアオ穴 す。チッチッ・“

元気そうです

1月 15日午後3時ころ庭に置しヽてる薬に残つている稲穂を見つけた

アオジ♀のアオちゃんがさかんに辺りを気にしながらも可愛い目で一粒―粒

嘴でモミをしごいて食べてました。私はのんびリコタツで観察。  (斎藤)

★1月 3日崇神天皇陵でオシドリ・キンクロハジロの♀ロマガモ・

ホシハジロ♂・♀・カイツプリ・オオバンを見ました。

日んぼ1こは山野の島は見魏 ませんでした。山の辺の道でモズ

ハシプトガラスジョウビタキの鴫き声ぐらいでした。長柄駅近くの池に

ハシビロがモが6羽いました。

(斑鳩)ハイタカを16日 ・17日 1羽見ました。19日 ハイタカを2羽見ました。

竜田観音上リロのエノキの本と 大和,::の対岸のカラスのよく来る

木にいました。

1日に2羽のハイタカを見るのは初めてです。離は大きいです。

私達のフィール ドではこの冬は鳥の種類・数が少ないです。

特に シロハラ・シメはまだ姿を見ていません。

いろんなところでも少ないという話を聞きますが・・・・

みなさんのところでは如何ですか            (勝 田)

大根 :おいおい美味そうだからつて、そんな

目で見ないでくれよ。大鍋の中でのご縁だ。

人々のお腹をあつためる迄しばしお喋 りし

ますか。我々は太腹の西郷 どんに負けるな

と、大きく丸々と育つでごわす。

鋼 :お―い、もうすぐ出来上がりだぞ。みん

な心の準備はOKかな。

大根 :はい。大丈夫でごわす。地産地消の

新鮮なエネルギーを喜んで食べて頂けれ

ばこんな嬉 しい事はごわつせん。

鍋 :流石、薩摩子と畑のお肉出身 じゃのう。

わしは、ここで大事にしてもらつとるけ

ん、これからも美味いもんどっさり作れる

様頑張るわ。

大 根 ・ 揚 :お 世 話 に な り ま し た 。

(芋煮会)

ハイタカ
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